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研究成果の概要（和文）：グローバル金融危機以降のアジア経済社会の変化を把握するために、フェミニスト経済学の
最新知見を応用し、金融・生産・再生産の三領域のグローバル化の関係を把握する。グローバル金融危機以降の金融排
除／包摂の日米、日韓比較分析（住宅ローン、消費者ローン、生命保険）による金融領域のジェンダー分析、高齢社会
対応産業（車いす産業）と社会保障制度（介護保険）の制度間比較と組織・インタレスト集団、利用当事者に関するマ
クロ・メゾ・ミクロレベル分析、新国際分業の現状分析（日系縫製企業の中国からバングラデシュへの二次移転、フィ
リピンのBPO産業の生成と労働力移動（コールセンター・事務処理産業の生成）を行っている。

研究成果の概要（英文）：In order to understand the ongoing socioeconomic changes in Asian societies after 
the global financial crisis, we utilized cutting-edge perspectives from Feminist Economics to analyze 
globalization in the three spheres of finance, production, and reproduction.
Comparative analyses on Japan/US were carried out on the topic of financial exclusion and 
inclusion,housing loans,consumer loans.Japan/Korea analyses were carried out on the topic of life 
insurance.Furthermore, we analyzed industries for the ageing society (wheelchairs, social insurance 
systems (care insurance), including interest groups and end-users, at the macro, meso and micro-levels.

研究分野：経済学、国際経済、開発経済、ジェンダー

キーワード： グローバル金融危機以降　フェミニスト経済学　金融排除／包摂　BPO産業　ケア、高齢社会対応産業　
多国籍企業　生命保険　ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 
（１）現代のグローバリゼーションへのジ

ェンダー分析の研究成果は、商品、貨幣・資

本、情報のグローバルな取引関係＝＜生産領

域のグローバル化＞にとどまらず、不可避に

人の国際移動を生成しつつも制約し、社会的

に構築され意味付与されるジェンダー、エス

ニシティ、国籍などによる、非市場ケア労働

（介護・看護・家事労働）を含む労働のグロ

ーバルな階層化と再配置＝＜再生産領域の

グローバル化＞をもたらすことを明確にし

てきた。 

しかしながら、2008年グローバル金融危

機に誘発された、金融危機以降の世界経済の

現状分析には、これまでフェミニスト経済学

の主要な射程に含まれていなかった＜金融

領域＞のグローバル化とジェンダーの諸関

係の分析の必要性が生じた。 

（２）D.エルソンは、この課題に対して、

現代のグローバリゼーションを、《金融領域

のグローバル化》《生産領域のグローバル化》

および《再生産領域のグローバル化》という

三つの領域の接合関係として把握するとい

う方法的提起を行い、フェミニスト経済学の

最新知見として提出した。 

（３）D.エルソンは 2010 年以降、開発途

上諸国の現状分析から問題提起を始めたが、

本格的にグローバル化における「三領域接合

のジェンダー分析」を提唱したのは、2011

年 UNDP（国連開発機構）とお茶の水女子大

学・ジェンダー研究センター共催の『マクロ

経済とジェンダー』国際シンポジウムにおけ

る報告であった。ここから、この最新知見を、

グローバル金融危機以降のアジア経済社会

の動態分析に応用しつつ検討する必要性が、

喫緊の課題として国際的に求められてきた。 
２．研究の目的 
フェミニスト経済学の最新知見である、グ

ローバル化における「金融・生産・再生産領

域の接合関係のジェンダー分析」の方法的検

討およびグローバル金融危機以降のアジア

経済社会の動態分析への応用を行うことを

研究目的としている。そのために 

（１）＜金融領域＞へのジェンダー分析にお

けるフェミニスト経済学の最新知見を検討

し、イギリス、アメリカ合衆国における金融

排除論と日本及びアジアの比較研究、家計の

金融化の進展による、金融排除／包摂問題の

理論化と現状分析を行う。 

（２）＜金融領域＞・＜再生産領域＞の接合

関係を、伝統的および多国籍保険業の比較分

析（日本、韓国）を行うことにより、金融の

ジェンダー中立性を批判し、「金融のジェン

ダー化」のメカニズムを明らかにする。 

（３）＜生産領域＞・＜再生産領域＞のグロ

ーバル化の最新動向を、①高齢社会対応産業

としての「福祉用具（車いす）産業」を取り

上げ、ⅰ制度の比較分析（介護保険制度／マ

クロ・レベル）、ⅱ車いす利用のアクター分

析（疑似市場、流通過程、組織／メゾ・レベ

ル）、ⅲ利用者の当事者性（ジェンダー化さ

れた受給者／ミクロ・レベル）を分析する。

②日系、アジア系、米系多国籍企業（縫製企

業、BPO産業／中国、バングラデシュ、フィ

リピン）の最新動向を分析することから、新

国際分業の最新動向を把握し、アジア経済社

会の変化（物財生産の周辺化と非物財（サー

ビス）生産へのシフト）を明確化する。とく

に、フェミニスト経済学の方法的特徴である

メゾレベル分析に重点をおく。 
３．研究の方法 
（１）＜金融領域＞へのジェンダー分析では、

グローバル金融危機の引き金となったアメ

リカサブプライム・ローンに関する経済学理

論の再検討、フェミニスト経済学における金

融領域のグローバル化とジェンダー関係に

関する最新理論の検討および各種金融関連

データ収集を行う。東京・カリフォルニア（ロ

サンジェルス・バークレー、オークランド）

における金融排除／包摂の日米比較分析と

して、住宅ローン・消費者ローンに関する金



融諸機関、不動産会社、不動産エージェント、

地域信用組合、地域労組、移民女性などをイ

ンタビュー調査する。 

（２）＜金融領域＞・＜再生産領域＞のジェ

ンダー分析のために、日本・韓国の生命保険

会社を対象とし比較分析する。その際に欧米

諸国にみられる「グローバルな慣行」に照ら

して、日本、韓国の生命保険業には、独特な

雇用慣行と商品販売戦略が存在している。グ

ローバル金融危機以降の変化を含めた日韓

生命保険業の資料・データ収集、日本・韓国

双方の伝統的生命保険会社、生保労連・韓国

における外資系生命保険会社、日本における

外資系生命保険会社、ドイツの多国籍生命保

険会社を対象として、役員、労組幹部、内勤

職員、エージェント、マネージャー、営業職

などにたいする参与観察とインタビュー調

査をおこなう。 

（３）＜生産領域＞・＜再生産領域＞のグロ

ーバル化の分析として、①高齢化対応産業、

②ファストファッションの縫製・衣料産業、

③BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシ

ング）産業をとりあげ、グローバル金融危機

以降のアジア経済社会の動態過程をみるこ

とから、新国際分業の最新動向を明らかにす

る。①に関しては、福祉用具である車いす産

業とシルバー産業に着目し、 

ⅰ介護保険制度と福祉用具（車いす）貸与と

受給実態（マクロレベル）、ⅱ車いす貸与サ

ービスにおけるアクター間のインタレスト

と諸関係（メゾレベル）、ⅲ利用当事者とは

誰か（ミクロレベル）、ⅳシルバー産業の生

成とロボット化に関して、日本・中国・台湾

の制度比較、利用者とその家族へのインタビ

ュー、日系車いす製造企業（本社、中国工場）

参与観察と工場経営者、管理職、工場労働者

インタビュー調査を行う。②に関しては、グ

ローバル金融危機以降の状況として、日系企

業の中国から周辺アジア諸国（バングラデシ

ュ）への生産の二次移転が生じている実態を

明らかにする。ファストファッション日系縫

製企業の中国からバングラデシュへの移転

実態と多国籍化の重層性、労働過程（縫製労

働過程の全部位）、労働組織（現場労働者の

熟練度と技能水準）、賃金評価システム、労

働者世帯内関係（ジェンダー、婚姻・親族ス

テータス、送金など）を明らかにするための

参与観察とインタビュー調査を行う。③フィ

リピン・マニラ周辺地区を対象として、BPO

産業の発展と就労者への実態分析を行う。と

くに現在 BPO 産業の管理職、就労者インタビ

ューを行い、かつ就労者のライフヒストリー

に焦点をあてることにより、グローバル金融

危機以降に主として英語使用のサービス職

種（コールセンター、事務処理など）へのシ

フトを分析する。②および③により金融危機

以降のアジア経済社会における新国際分業

の現状を把握する。 

４．研究成果 

フェミニスト経済学の最新知見である、グロ

ーバル化における金融領域、生産領域、再生

産領域の三領域の接合関係を把握する方法

を用いたことにより、以下の研究成果を得た。 

（１）構造主義マクロ経済学を含む非正統派

マクロ経済学の危機に関するフェミニスト

経済学からの検討の結果 

①一国内、国家間 (グローバル・ノース／ 

サウス)、および家計間における格差・不平等 

が増大している。これは、1970年代以降、フ 

ェミニスト経済学的には新国際分業（NIDL） 

の発展に呼応した、国際貿易、金融・投資の 

自由化、労働市場の規制緩和（労働力の女性 

化 feminization）と一致している。②こうし 

た傾向は、米国内生産性と実質所得の比較研 

究（Palma 2011 ）などの実証的統計研究によ 

り認識されてきた。すなわち、生産性の傾向 

的上昇がありながらも、それが労働賃金の分 

配に結びつかず、むしろ、傾向的低落と停滞 

がみられることである。③総所得における労 

働所得に対する資産（レント）所得の比率上 



昇、つまり労働所得と資産所得の乖離が明確 

になってきた。 

（２）経済の金融化とミンスキー金融不安定

性仮説のジェンダー分析上の意義 

①金融化とは、グローバル経済における金融

取引の量、質、複雑さの増大であり、それら

は、①経済活動における金融動機の拡大 ②

金融的利害に関わる拡張した役割と権力の

肥大化 ③金融投資を通じた短期的収益獲

得への傾向、生産的長期固定資本投資の忌避、

と定義される。ハイマン・ミンスキーによる

金融不安定性仮説は、「信用貸付の供給は内

省的で、需要に対する反応である」というこ

とが基調となっている。ミンスキーの議論が

ジェンダー分析において重要であるのは、金

融および企業活動においてのみ、意味をもつ

ものではなく、2008 年の金融危機の時期に

は、米国の一般世帯にも当てはまるものであ

ったという事実である。②従来の経済学にお

ける信用理論は、商業信用から銀行信用、中

央銀行に至る階層構造の理論化を基礎とし

ている。ここでは、一般家計、とくに労働者

世帯に対する「クレジット・信用」の問題は、

経済理論の外部に措かれてきた。家計の「ク

レジット」は、非近代的高利貸し金融の残存

や、商品販売促進のための一手段（販促活動）

でしかない。したがって、従来の経済学にお

ける信用論においてでは、金融とジェンダー

に関する理論枠組みが設定しえない。③2008

年グローバル金融危機へと発展する、米国、

サブプライム層の住宅抵当金融差し押さえ

問題とは、米国経済のなかの家計部門におけ

るクレジット負債の残高の膨張による構造

的脆弱性そのものである。ミンスキー仮説は、

企業活動＝資本間競争においてのみ妥当す

るのではない。むしろ、現代のグローバル化

による経済危機の様相は、家計―世帯の金融

行動（消費と貯蓄に限定されない）と連動す

ることが明らかになった。④フェミニスト経

済学によれば、世帯組織の集合的あるいは／

かつ個人的な金融行動はグローバルな金融

危機の発現源となりうる。⑤「負債による資

金調達が可能な経済」とは、企業組織ばかり

ではなく、家計―世帯組織も含まれる（家計

の金融化）。「経済」の境界は世帯組織の内部

まで浸透している。これが、現代のグローバ

ル化の金領域と再生産領域の接合局面とし

ての新たな課題となっていることを認識す

る必要がある。⑥欧米（英国、米国）諸国と

日本では、金融排除の深度に違いがあるが、

このことは金融排除におけるジェンダー非

対称性の深度とはただちに一致しない。金融

に関しては、歴史的・社会的に金融サービス

（とくに抵当担保金融）から排除されてきた

社会集団・社会層は、むしろ金融排除／包摂

ではなく、金融排除・過剰包摂への傾向があ

るとみるべきである。⑦金融資産のジェンダ

ー化の問題は、金融資産形成動機がジェンダ

ー化されている側面が、欧米に比して東アジ

ア（日本・韓国）においては鮮明であり、保

険業務（組織、労働編成）などに現れ、ジェ

ンダー化された「顧客ケア」の重要性などの、

再生産領域への金融化の手法が採用される。 

（３）現状分析の結果 

①アジア経済社会の変貌は高齢社会対応産

業に縮減的に現出する。東アジア諸国間(日

本、台湾、中国)の比較制度分析において社

会保障制度と高齢者用『福祉用具』の社会的

認識の違いによる制度設計上の差異が存在

する。また、介護保険制度を介した『福祉用

具』の流通―利用にかかわるインタレスト集

団・アクターの利害関心によって『福祉用具』

利用当事者に対して影響が出る。これらはア

ジア高齢（化）社会におけるジェンダー非対

称性の存続を表わしているが、高齢者のジェ

ンダー再定義の可能性も見落とせない。②グ

ローバル金融危機以降のアジア地域におけ

る新国際分業の動向の第一は、欧米系・日系

多国籍企業の中国からの二次移転、中国子会

社の独資化と海外進出に現れている。とくに、



ファストファッションなどの労働集約型縫

製・衣料産業には端的のその動向を検出でき

る（中国からバングラデシュなど）。現在、

技術移転および当該社会のジェンダー秩序

による労働編成・世帯構造と世帯内権力関係

などに、限界を指摘できるが、今後の動向を

決定するものではない。③グローバル金融危

機以降のアジア地域における新国際分業の

動向の第二は、BPO（ビジネス・プロセス・

アウトソーシング）産業の本格化である。新

国際分業体制に組み込まれつつ、資本逃避に

よって、国際労働力移動の供給・送り出し国

として位置づけられていたフィリピン経済

は、グローバル金融危機以降、高学歴化に伴

い、IT・英語使用を主とする（日本語も一部

に含まれる）BPO 産業が急速に発展している。

とくに米国との間では、個人情報を含む事務

処理関連に拡張している実態を確認した。 

以上、グローバル金融危機は、アジア各国

経済社会に対して、従来の経済社会的ヘゲモ

ニーのあり方や経済的資源投入の意思決定

などにおいて変化をもたらしている。これら

の研究成果は、アジアの経済社会の発展が、

ジェンダー秩序・ジェンダー関係の変容を伴

いつつ、21 世紀アジアの重層的で柔軟な経済

社会構造の理解を深めていく一助となる。 
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